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実験的閉塞性尿路障害における分腎機能の

高山輝彦、油野民雄、川畑鈴佳、渡辺直人、

利波紀久、久田欣一（金沢大　核）

　尿管閉塞による腎機能障害を検討するために、分腎

機能を測定した。

　ラット（雄、2500）の左尿管を結紮後、2hr，6hr，2

日、　T日に左右大■静原よりIC－99■－DTPA　7μCi、1－

131－OIH　3μciを注入した。RI注入後、　5，10115，20，

30分に尾静脈より採血して、血中消失率を求めた。30

分後の操血終了後ただちにと殺し、両腎、膀胱（尿管

を含む）を摘出した。血液および口器をウェル型シン

チレーションカウンタで140KeVと360KeVを中心（±

25X）とした両方のエネルギレンジで実験当日と翌日の

2日間、カウント数を測定した。正常ラット群に対し

ても同様に行なった。

　正常ラット群では、投与30分後での腎尿路系の緋泄

は1－131－OIHでは投与■の57X、TC－99■－DTPAでは41

Xであった。閉塞群では、DTPA、　OIHの両方で障害側

からのRI排泄は低下しており、1週後では著明であっ

た。しかし、左右腎を総合した尿路系での排泄は、明

らかな減少を示したIC－99●－OIPAの嶋合に比べ、1－

131－0川では明らかな減少はみられなかった。
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466　99m　Tc－DTPA及び’311一ヒ・プラン同時

投与による腎機能の評価
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　我々は従来ggm　Tc－DTPAを用いた腎動態イメージとレ

ノグラムを腎疾患々者の日常検査として利用していゑ

今回腎血漿流量（RPF）と糸球体濾過率（GFR）を同時

に評価する目的で99m　Tc－O－PA，1311一ヒップラ／司時

投与、2核種測定法を行なった。投与量は検討の結果
99M　Tc　－DTPA　3mC　i，1311一ヒップラン0．1mC　iとし、両剤を

同時混合急速静注した。患者後面よリシンチカメラで

動態画像を撮影し、データ処理装置に収集した。波行
分析器を99mTcと1311のγ線ピークに設定し、それぞれ

の時間一放射能曲線を99mTc，1311別々に作製した。

各種病態における99M　Tc－VrPA　，　i　3　i　l一ヒップランレノグ

ラムを比較解析した。さらに放射能の投与量と上記レ

ノグラムよりRPF，GFRの算出を試み、パラアミノ馬尿

酸及び内因性クレアチニンクリアランス法による実測

RPF，GFRと比較した。99mTc－［yl’PAの腎摂取はCcr

とよい相関（r＝0．930）を示した。

　2核種同時投与での腎動態イメージ検査に定量的腎

機能パラメーターを加える本法は腎疾患々者の詳細な

病態把握に有用と考えられる、

467　NMR－CTレ・グラムによる閉塞性腎疾
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　現在腎動態の解析には，放射性同位元素を標識した
123
1一ヒプル酸塩や99mTc－DTPAを用い，　RIレ
ノシンチグラフィーによって，分腎のレノグラムのみ

ならず形態観察により局所の腎動態機能を解析し，あ

るいは標識薬剤の性質を利用して，ERPFやGFR
の測定も行われ，有用性が証明されている。

　しかしRIの性質上散乱線や組織による吸収の影響

は避けることができない。特に閉塞性腎疾患の場合，

腎孟へのRI貯留による散乱線の影響が大きい。

　ところがNMR－CTレノグラムで使用したGd－D
TPAでは，これらの影響を無視することができる。

　今回我々は家兎を用いて片腎尿管を結紮し，閉塞性

腎疾患モデルを作成し，放医研製Gd－DTPAを0．05

mmo1／Kg静注することによってNMR－CTによる動態

解析を行い，主として局所レノグラムの経時的観察を

行って，分腎の残存腎機能評価に対する有効性を認め

たのでここに報告する。
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